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研究成果の概要（和文）：

コソボ共和国における異言語話者間のコミュニケーションと英語使用の関連性に関して、質的
調査を行った。非母語話者間の英語には、複数のアイデンティティを共有する Hybrid Identity 
(Ikuta, 2011)が推察され、国際社会で他者と関わる「自らの追加言語」と考えられる。民族が
分断されている地域や、紛争後世代(Post-Yugoslav Generation)間では、コミュニケーション
手段の妥協策として英語が選択される場合があり、補助的な中立言語として機能する。

研究成果の概要（英文）：
A qualitative study of English as a lingua franca for inter-ethnic communication was 
conducted in the Republic of Kosovo. Among the Post-Yugoslav Generation, without 
knowledge of the language of other ethnic group, they would choose English if they know, 
however, it is regarded as rather “compromise” as a supplementary neutral language than 
their positive choice as a common language. However, English is respected as their 
additional language to gain access to global communities.  
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１．研究開始当初の背景
 コ ソ ボ に お け る 紛 争 後 の 世 代
(Post-Yugoslav Generation)では、言語が異
なるアルバニア系コソボ人とセルビア系コ
ソボ人の間でコミュニケーションの手段が
なく、英語が共通言語として機能する状況が
あると予想される。

２．研究の目的
多民族間のコミュニケーションにおける共
通言語としての英語の特性を分析し、共通言
語としての英語が共有すると仮定しうる普
遍的な特性と社会性を考察する。
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３．研究の方法
 コソボ共和国の調査参加者に対して、 
次の４項目を中心に、半構造的インタビュー
手法により質的調査を実施した。(1)紛争前、
紛争後の民族間の対立感情。(2)和解に関す
る理解の相違。(3)公用語としての共通言語
の認識。(4)母語と外国語教育のあり方（英
語の役割）。対象は、主に３つの地域(プリ
スティナ、ミトロビツア、ラホバッツ)とモ
ンテネグロで実施された多民族宥和事業の
ワークショップの参加者である。事前アンケ
ートとインタビュー(semi-structured)実施
後、音声データの文字化を行い、内容をコー
ディング手法で分析し、結果をもとに考察し
た。 

４．研究成果 
 地域の政治的な要因により、セルビア系コ
ソボ人（セルビア語話者）のデータが予定よ
り少ないが、主としてミトロビツア南部とプ

リスティナの大学関係者と学生、NGO 主催の
多民族融和プロジェクトに参加している学
生、コーディネーターたちから有益なデータ

を得ることができた。非母語話者間の英語の
アイデンティティは、複数のアイデンティテ
ィを共有するハイブリッド(Hybrid)アイデ

ン ティティであると推察し、英語の役割は、
国際社会へアクセスする手段、情報収集と発
信するための自らの言語である意識が高い

ことが判明した。特に、民族が分断されてい
るミトロビツア地域等において、アルバニア
系とセルビア系の紛争後に教育を受けてい

る人たちは、コミュニケーションの手段とし
て英語使用を選択する場合があるが、他の世
代は、コミュニケーション手段の妥協策とし

て英語を選択することもある。すなわち、相
手の言語が理解できても民族間の力関係の
バラ ンスをとるために、中立言語の英語使

用を望むこともある。しかしオラホバッツ地
域出身者のデータからは、２つの言語が混じ
り合った方言が存在する地域もあり、両者間

のコミュニケーションには特に英語を使用
する必要がない場合も判明した。今後の民族
宥和のためには互いの言語を学び、積極的に

使用する状況が望ましいと調査結果の一部
が示唆しているように、リンガフランカとし
ての英語使用が、必ずしも平和構築には役立

つとは考えられない。 
 現段階では以上のような結果ではあるが、
セルビア系コソボ人への調査依頼が予想以

上に難航し、また実施した人たちもコソボ内
では政治的な拘束があり、回答の信憑性につ
いては議論の余地がある。またアルバニア系

コソボ人も同様の問題を完全に回避できな
い。今回の調査のように回答に関して政治的
な見解が含まれてしまう可能性が高い場合

は、調査対象との信頼関係を構築する時間が
事前に必要なため、初対面でインタビューを
した人たちのデータに関しては、信憑性に欠

くことも考慮しなければならないと思われ
る。調査対象者を、セルビア系とアルバニア
系コソボ人と限ると、現実的には接触する機

会が非常に限られるため、紛争後コソボから
セルビアへ移住したセルビア人、またマケド
ニア在住のセルビア人等も調査対象にし、ユ

ーゴスラビア時代とポストユーゴスラビア
時代における多民族言語話者間での見解を
加えることにより、よりグローバルな視点か

ら言語教育政策の有効性を考えることがで
きるかと思われる。多民族が共存しうる地域
においては国家の枠組みを超えて近辺の民

族間でのコミュニケーションも重要と考え
られるからである。
 研究成果は、2012 年度に関連の学会誌に２
本の論文投稿を予定している。 
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